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第１１回知多支部例会を開催 

❏去る３月１７日、憲法改正推進委員の集いが開
催された。一昨年より、賛同者拡大運動に尽力い
ただいた推進委員が一堂に会し、これまでの経過
報告と今後に運動方針について協議があった。 

第1回推進委員の集いを開催 
国民投票勝利へ！ 

❏去る３月４日、知多支部例会が開催された。当日
は、南海トラフ地震発災の想定 ＤＶＤ上映や、国民投
票に向けた取り組みの提案、意見交換会が持たれた。 

 
名古屋西部支部、西春日井支部 

合同例会を開催 
 
❏去る３月２５日、南知多町内海にあるフラワーラウンジ内海にて
名古屋西部支部と西春日井支部との合同例会が開催された。 
両支部を選挙区とする愛知5区の衆議院議員、神田憲次先生ご
本人も出席され国政や森友問題などについてお話いただいた。 

日本女性の会愛知 
３月例会を開催 

❏去る３月１４日、日本女性の会愛知が３月例
会を開催。当日は、南海トラフ地震 ＤＶＤ上映、
国民投票への方針発表があり、各人より日頃の
取り組みについての事例発表や、意見交換が活
発になされた。 

❀フラワーラウンジ内海❀ 
日本会議会員でもある名古屋経営者漁火会会長の 
名倉輝光氏が創業。平成29年3月1日にオープンした。 
カフェ／宴会／鉄板焼き／ラウンジなど様々なシーン
で使える複合スペース。 
〒470-3321 愛知県知多郡南知多町内海西郷２３ 
ご予約・お問合わせ  TEL 0569-64-1333 
メール info@flower-lounge.com  
受付時間 11:00〜17:00（月曜定休） 
http://www.flower-lounge.com/ 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■５月７日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き６月４日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
４月２日は12名の参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        （4月2日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十九年五月  
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部
守
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陵
墓
参
拝
記 

そ
の
二
十
七 

九
月
下
旬
ひ
と
月
ぶ
り
の
京
都
、
本
日

の
参
拝
エ
リ
ア
は
大
徳
寺
か
ら
金
閣
寺

に
か
け
て
で
す
。
京
都
駅
か
ら
地
下
鉄

に
乗
り
北
大
路
で
下
車
、
北
大
路
を
西

へ
歩
き
ま
す
。
大
徳
寺
ま
で
歩
い
て
十

分
弱
。
大
徳
寺
は
四
百
メ
ー
ト
ル
四
方

の
敷
地
に
大
徳
寺
を
中
心
と
し
て
た
く

さ
ん
の
塔
頭
が
取
り
囲
む
よ
う
に
あ
り

ま
す
。
初
め
に
参
拝
し
た
の
は
東
南
の

角
に
あ
る
養
徳
院
と
い
う
塔
頭
の
敷
地

内
に
あ
る
曇
華
院
宮
墓
地
（
ど
ん
げ
い

ん
の
み
や
ぼ
ち
）
で
す
。
戦
国
時
代
か

ら
江
戸
時
代
の
天
皇
の
皇
女
、
同
じ
時

代
の
伏
見
宮
の
皇
女
の
お
墓
を
参
拝
し

ま
し
た
。
合
掌
。 

し
て
奥
へ
奥
へ
と
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

一
人
目
の
植
木
屋
さ
ん
と
す
れ
違
い
ま

し
た
が
怪
訝
そ
う
な
顔
を
さ
れ
た
も
の

の
声
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
少

し
進
み
二
人
目
の
植
木
屋
さ
ん
に
は

「
ど
ち
ら
さ
ん
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
有
栖
川
宮
墓
地

を
参
拝
し
に
き
ま
し
た
。
」
と
答
え
る

と
「
お
寺
の
人
に
ゆ
う
て
き
て
。
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
仕
方
な
く
引
き
返
し

ま
し
た
。
だ
め
も
と
で
お
寺
の
勝
手
口

か
ら
「
有
栖
川
宮
墓
地
を
参
拝
で
き
ま

す
か
。
」
と
尋
ね
ま
し
た
が
「
で
き
ま

せ
ん
。
」
と
き
っ
ぱ
り
断
ら
れ
て
し
ま

い
諦
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

次
は
大
徳
寺
と
北
大
路
通
り
を
挟
ん
で

南
側
の
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
白
河
天

皇
の
第
一
皇
女
て
い
子
内
親
王
の
火
葬

塚
で
す
。
同
母
弟
で
あ
る
堀
河
天
皇
の

非
配
偶
の
后
と
な
っ
た
た
め
尊
称
皇
后

と
付
い
て
ま
す
。
合
掌
。 

員
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
学
生
の
よ
う

で
す
。
次
の
バ
ス
停
が
佛
教
大
学
前

だ
か
ら
な
る
ほ
ど
学
生
が
多
い
は
ず

で
す
。
大
学
前
の
バ
ス
停
で
空
き
席

が
で
き
る
ほ
ど
乗
客
は
い
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
次
の
北
木
ノ
畑
町

の
バ
ス
停
で
下
車
し
ま
し
た
。
バ
ス

通
り
か
ら
西
に
入
り
紙
屋
川
に
か
か

る
橋
に
向
か
う
急
な
下
り
坂
を
降
り

ま
し
た
。
市
街
地
の
隣
に
こ
ん
な
峡

谷
が
あ
る
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

木
陰
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
中
、
橋
を

渡
り
少
し
歩
い
て
鏡
石
通
に
向
か
い

ま
す
。
通
り
に
出
る
少
し
手
前
に
あ

る
の
が
一
条
天
皇
と
三
条
天
皇
の
火

葬
塚
で
す
。
合
掌
。 

大
文
字
山
を
右
手
に
見
つ
つ
鏡
石
通

を
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
下
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
の
が
三
条
天
皇
の
北
山

陵
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

さ
ら
に
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
下
し

た
と
こ
ろ
が
金
閣
寺
の
入
り
口
で
す
。

こ
の
辺
り
か
ら
通
り
の
名
前
が
木
辻

通
に
変
わ
る
よ
う
で
す
。
も
う
四
百

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
歩
い
た
と
こ
ろ
に

あ
る
お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
昼
食
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
の
す

ぐ
裏
手
に
あ
る
の
が
後
朱
雀
天
皇
の

火
葬
塚
で
す
。
合
掌
。 

さ
ら
に
裏
手
に
あ
る
小
学
校
の
北
隣

に
あ
る
の
が
白
河
天
皇
の
火
葬
塚
で

す
。
合
掌
。 

再
び
木
辻
通
に
戻
り
金
閣
寺
を
後
に

し
て
南
東
方
向
に
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
本
日
最
後

の
目
的
地
で
あ
る
花
山
天
皇
の
紙
屋

川
上
陵
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

今
回
は
歩
行
距
離
が
長
か
っ
た
た
め

へ
と
へ
と
に
な
り
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。
（
愛
知
県
本
部 

 
 
 
 

 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

余
り
に
も
早
い
帰
幽
で
あ
っ
た
。
長
患
い
の
末

の
こ
と
で
は
な
く
、
急
な
体
調
不
良
で
病
院
搬

送
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
不
帰
の
人
と
な
ら
れ
た
。

先
輩
は
卒
業
後
、
地
元
に
帰
り
三
十
一
才
の
若

さ
で
地
方
議
員
に
初
当
選
。
以
来
、
三
十
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
地
方
政
治
一
筋
に
生
き
て
こ

ら
れ
た
方
だ
っ
た
。
以
下
は
学
生
時
代
の
回
想

で
あ
る
。
私
が
東
海
地
区
の
学
生
責
任
者
で

あ
っ
た
当
時
（
昭
和
五
十
六
年
）
、
先
輩
は
中

央
幹
部
だ
っ
た
。
招
集
さ
れ
た
全
国
会
議
に
、

東
海
地
区
か
ら
大
量
の
欠
席
者
を
出
す
不
祥
事

が
発
生
。
先
輩
は
直
ち
に
名
古
屋
に
急
行
さ
れ
、

欠
席
者
を
集
め
て
厳
し
く
叱
責
さ
れ
た
。 

「
君
た
ち
は
組
織
に
所
属
し
て
い
る
自
覚
が
乏

し
い
。
組
織
は
絶
対
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
命

令
も
絶
対
で
あ
る
。
今
回
の
全
国
会
議
に
は
如

何
な
る
理
由
が
あ
れ
、
死
ん
で
も
出
席
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
魂
と
な
っ
て
来
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
。
そ
の
時
、
私
は
そ
の

深
い
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
二
十
年
ほ

ど
経
っ
た
頃
、
雨
月
物
語
に
あ
る
「
菊
花
の
契

り
」
の
章
を
読
ん
だ
。
そ
れ
は
、
義
兄
弟
と
の

約
束
を
果
た
す
た
め
、
自
刃
し
た
後
、
幽
霊
と

な
っ
て
義
兄
弟
宅
を
訪
れ
る
武
士
の
話
だ
っ
た
。

「
死
し
て
後
、
魂
と
な
っ
て
行
く
」
。
古
来
日

本
人
は
、
こ
の
死
生
観
に
立
っ
て
生
き
て
来
た

こ
と
を
、
再
び
心
に
刻
ん
だ
。 

二
十
九
日
（
水
）
上
京
。
「
憲
法
改
正
の
国
会

発
議
を
求
め
る
中
央
大
会
」
に
参
加
し
た
。
櫻

井
よ
し
こ
氏
の
基
調
提
言
に
続
き
各
党
代
表
よ

り
国
会
発
議
に
向
け
た
意
見
表
明
が
な
さ
れ
た
。 

一
日
（
水
）
愛
知
県
議
会
一
般
質
問

に
南
部
ふ
み
ひ
ろ
県
議
が
登
壇
。
本

会
会
員
共
々
、
傍
聴
し
た
。 

質
問
趣
旨
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発

災
に
お
け
る
本
県
の
対
応
に
つ
い
て 

だ
っ
た
。 

四
日
（
土
）
第
十
一
回
知
多
支
部
例
会

に
参
加
。
知
多
支
部
は
愛
知
第
八
選
挙

区
。
国
民
投
票
過
半
数
は
、
十
二
万
票

と
な
る
が
、
そ
の
賛
同
票
獲
得
の
た
め

の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。 

五
日
（
日
）
第
九
十
回
愛
知
縣
護
國
神

社
清
掃
奉
仕
に
参
加
。
終
了
後
、
月
参

り
に
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
境

内
は
桜
の
蕾
が
ふ
く
ら
み
、
来
月
に
は

開
花
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

七
日
（
火
）
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
合

同
会
議
に
参
加
。
各
出
展
団
体
よ
り
、

企
画
発
表
や
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
た
。 

八
日
（
水
）
憲
法
改
正
推
進
団
体
代
表

者
会
議
を
開
催
。
今
後
の
国
民
投
票
勝

利
に
備
え
、
県
内
各
団
体
の
協
力
体
制

構
想
に
つ
い
て
協
議
が
あ
っ
た
。 

十
四
日
（
水
）
日
本
女
性
の
会
愛
知
三

月
例
会
に
参
加
。
国
会
発
議
か
ら
国
民

投
票
に
至
る
ま
で
の
想
定
事
項
と
、
何

を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

十
七
日
（
金
）
憲
法
改
正
推
進
委
員
の

集
い
を
開
催
。
こ
の
二
年
間
、
賛
同
者

拡
大
運
動
に
尽
力
い
た
だ
い
た
推
進
委

員
が
一
堂
に
会
し
、
様
々
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。 

二
十
八
日
（
火
）
学
生
時
代
よ
り
ご
指

導
い
た
だ
い
た
先
輩
の
告
別
式
に
参
列
。

享
年
六
十
一
才
。 

そ
れ
か
ら
龍
源
院
と
い
う
塔
頭
を
拝
観

し
石
庭
を
見
ま
し
た
。
次
に
大
徳
寺
の

敷
地
の
西
南
の
角
に
近
い
龍
光
院
と
い

う
塔
頭
の
敷
地
内
に
あ
る
有
栖
川
宮
墓

地
を
参
拝
し
よ
う
と
向
か
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
こ
は
拝
観
謝
絶
だ
そ
う
で
便

利
サ
イ
ト
で
も
た
ま
た
ま
植
木
屋
が
作

業
を
し
て
い
る
目
を
盗
ん
で
忍
び
込
ん

だ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
今

日
も
植
木
屋
が
作
業
を
し
て
い
る
よ
う

で
扉
は
開
い
て
い
ま
す
。
中
に
お
邪
魔 

そ
し
て
北
大
路
通
り
を
西
へ
約
三
百

メ
ー
ト
ル
歩
い
た
千
本
北
大
路
の
交
差

点
の
北
東
角
に
は
後
冷
泉
天
皇
の
火
葬

塚
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

ま
た
そ
の
交
差
点
の
南
西
角
か
ら
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
に
は
近
衛
天
皇
の
火
葬

塚
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

今
度
は
北
に
進
路
を
変
え
ま
す
。
千
本

通
り
に
出
て
市
バ
ス
を
待
ち
ま
し
た
。

十
分
少
々
で
や
っ
て
き
た
六
系
統
の
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
バ
ス
は
超
満 


